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一 体 感 
５月２７日（土）午後、第６４回運動会のフィナーレは、晴れ渡った空に負けないような、清々

しく爽やかな生徒の表情がありました。全力を尽くした人が味わえる達成感と充実感に包まれて

いました。 

 

運動会前の全校朝礼で、以前勤務していた学校のある生徒の作文を紹介しました。その生徒は運

動が苦手で、運動会が憂鬱でした。しかし、このクラスでは「失敗を責めるのではなく、みんなで

アドバイスをしよう」ということをスローガンに掲げました。理由は、「優勝」はしたいけれど、

「優勝」を目標にすると、うまくいかないときに、どうしてもクラスメイトへの言葉がけがきつく

なってしまうからという理由でした。練習期間中は「うまくいかないときにはこうしよう、ああし

よう」という言葉がありました。時に、熱くなって言葉がきつくなる瞬間もあったようですが、と

てもよい雰囲気で練習期間を過ごすことができました。この期間で何よりクラスの絆が深まった

ということ、そして、初めての練習で１回も跳べなかった大縄跳びで優勝という素晴らしい結果に

感動したという内容でした。 

 

田柄中学校の練習期間は果たしてどうだったのでしょうか。 

私が見る中では、練習を重ねていくうちに、様々な競技力が上がっていきました。リレーのバト

ンパスの上達は目を見張るものがありました。しかし、クラスがまとまるまでに時間がかかった学

級もあったようです。本番が近づき、疲れが出るころには、きつい言葉もありましたし、ぶつかっ

てしまうこともあったようでした。予行練習では、気持ちが入らず注意を受けました。残す練習は、

運動会前日の１時間だけでした。不安が残る予行練習でした。 

 

 迎えた運動会前日の最後の全体練習の時間。運動会担当教員の「これでいいのか」という問いか

けと「このままではいけない」という生徒の皆さんの思いが一つになりました。気持ちが一つにな

ってすべてが変わったのです。「一体感」というのはこういうことだと感じました。その場にいる

全員の思いが一致し、一つの流れになっていました。見ていて感動しました。一体感というのは、

体の動きだけでなく、心も一つになってこそ生まれるものだと感じました。運動会当日に向けて、

最高の準備が整いました。きっと、その場にいた全員がそう感じたと思います。 

 

 本番の、５月２７日（土）。行進から始まり、体操、校歌、競技や応援、そして、係活動もきび

きびと全力で取り組んでいる姿が見られました。運動会の開会式を見ただけで涙ぐんでいる来賓

の方もいらっしゃいました。一生懸命な姿を見ると心が動きます。応援したくなります。保護者の

皆様や地域の皆様からの温かい声援と大きな拍手があり、より一層生徒たちの気合も入りました。

会場にいるすべての人の思いが一つになり、ここでもまた一体感を感じることができました。 

 

 第６４回運動会は感動のある素晴らしい行事になりました。それを作り上げたのは生徒の皆さ

んです。皆さん一人一人の取り組む姿勢が感動をもたらせたのです。先生も、保護者の皆様も地域

の皆様もみんな元気をもらいました。一体感を感じられた運動会は大成功で終えることができま

した。ありがとうございました。 



田柄中レポート 
★運動会 5 月 27 日（土）「晴天の中、第 64 回運動会を実施！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６月１５日（木）校区別協議会 

１９日（月）生徒会朝礼 
２１日（水）耳鼻科健診（全学年） 
２３日（金）校外学習（２年）  
２８日（水）オーケストラ鑑賞教室（２年） 

７月 ３日（月）全校朝礼 
        第２期時間割開始 
   ４日（火）小学生部活動体験 
   ８日（土）情報モラル講習会（２年） 
        進路説明会（３年） 
        保護者会１４：００～ 
  １０日（月）生徒会朝礼 
  １３日（木）避難訓練（地域班下校） 
 

 

 

今後の予定 

3 年生の大ムカデは大接戦。最後までハラハラドキ

ドキのレースとなりました。声を出し、息をそろえ、

前を見て、頑張る姿に、順位に関係なく大きな拍手が

送られました。 

各学級の精鋭がそろ

うリレーは運動会の華

です。選手は必死に走

り、応援にも熱が入り

ました。 

 団体競技のおもしろさは、各学級の創意工夫が感じられるところです。作

戦会議を行い、修正に修正を重ねて練習に取り組んできました。練習でうま

くいっても本番はどうなるか分かりません。競技前の緊張感は大変なもので

す。でも、みんなで取り組む団体競技は楽しいです。 

運動会には欠かせな

い係活動。スターターは

陸上競技部が担当しま

した。担当生徒の動きも

きびきびとして見てい

て気持ちのよいもので

した。他の係の生徒たち

も、運動会の運営に貢献

してくれました。 

吹奏楽部のマーチングバンドを先頭に、全員が心と体を合わせた素晴らしい行進でした。選手宣誓も堂々

と、名前を呼ばれた生徒たちの返事も大きく響きました。体操や校歌斉唱も一人一人の意識の高さを感じ

ました。晴れ渡った空に負けない清々しい運動会のスタートとなりました。運動会の成功を確信した瞬間

です。 

個人競技の 100m走や障

害物走。最後まであきらめ

ない姿勢は、クラスに貢献

しようという決意を感じ

ました。 


